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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年6月30日(2016.6.30)

【公表番号】特表2009-538205(P2009-538205A)
【公表日】平成21年11月5日(2009.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-044
【出願番号】特願2009-512212(P2009-512212)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    6/03     ３１３　
   Ａ６１Ｂ    6/03     ３６０Ｑ
   Ａ６１Ｂ    6/03     ３７０Ｂ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ２９０Ｂ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年5月17日(2016.5.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周期的に運動する物体のトモグラフィ検査中に取得された投影データを使用して複数の
画像層を再構成する工程であって、前記画像層は、完全なトモグラフィ・データの組を得
るために必要な角度範囲よりも小さい角度範囲を有する投影データ・セグメントから生成
される工程と、
　第１の運動位相に対応する第１の基準重み付け関数を生成する工程と、
　画像ボリューム内の複数の領域それぞれの前記第１の基準重み付け関数と、投影に依存
する重みプロファイルとの間の差を最小にする画像層重みを算出する工程と、
　前記画像層に施される重み付けが前記第１の基準重み付け関数を近似するように前記画
像層を前記算出された画像層重みによって重み付けする工程と、
　前記画像層を合成して、任意の第１の運動位相における前記物体を示す第１の画像デー
タを生成する工程と、
　前記第１の画像データを示す、人間によって判読可能な画像を表示する工程とを含む方
法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、
　任意の第２の運動位相における前記物体を示す第２の画像データを生成するように前記
画像層を合成した、前記第２の運動位相を示す入力を人間のユーザから受け取る工程と、
　前記第２の運動位相における前記物体を示す、人間によって判読可能な画像を生成する
工程とを含む方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法であって、前記画像層は第１の角変位だけ変位され、前記第１の運
動位相及び前記第２の運動位相は、前記第１の角変位よりも小さい角距離だけ隔てられて
いる方法。
【請求項４】
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　請求項１記載の方法であって、前記画像層を合成して、任意の第１の運動位相における
前記物体を示す第１の画像データを生成する工程は、約πの合計角測長さを有する投影デ
ータから生成される画像層を合成する工程を含む方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法であって、前記物体が、拍動している心臓である方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法であって、
　前記人間によって判読可能な画像を表示する工程の後に、
　前記投影データを再構成して関心の領域の第３の画像データを生成する工程と、
　第３の画像データにおける関心の部分領域を選択する工程とを含み、
　前記画像層が前記関心の部分領域に対応する方法。
【請求項７】
　装置であって、
　周期的に運動する物体のトモグラフィ検査中に取得された投影データを使用して複数の
画像層を再構成する手段であって、前記画像層は、完全なトモグラフィ・データの組を得
るために必要な角度範囲よりも小さい角度範囲を有する投影データ・セグメントから生成
される手段と、
　第１の運動位相に対応する第１の基準重み付け関数を生成する手段と、
　画像ボリューム内の複数の領域それぞれの前記第１の基準重み付け関数と、投影に依存
する重みプロファイルとの間の差を最小にする画像層重みを算出する手段と、
　前記画像層に施される重み付けが前記第１の基準重み付け関数を近似するように前記画
像層を前記算出された画像層重みによって重み付けする手段と、
　前記画像層を合成して、任意の第１の運動位相における前記物体を示す第１の画像デー
タを生成する手段と、
　前記第１の画像データを示す、人間によって判読可能な画像を表示する手段とを含む装
置。
【請求項８】
　請求項１記載の方法であって、前記第１の運動位相が前記物体の運動の複数の周期にお
いて確立され、前記方法は、
　前記周期のうちの少なくとも１つにおいて位相点を独立的に調節する工程と、
　前記画像層を合成して前記物体の第４の画像データを生成する工程とを含む方法。
【請求項９】
　コンピュータによって実行されると、
　周期的に運動する物体のトモグラフィ検査中に取得された投影データを使用して複数の
画像層を生成する工程と、
　第１の角変動基準重み付け関数を生成する工程と、
　画像ボリューム内の複数の領域の前記第１の角変動基準重み付け関数と、投影に依存す
る重みプロファイルとの間の差を最小にする画像層重みを、前記第１の角変動基準重み付
け関数によって算出する工程と、
　前記画像層に施される重み付けが前記第１の角変動基準重み付け関数を近似するように
、前記算出された画像層重みによって前記画像層を重み付けする工程と、
　前記重み付けされた画像層を合成して前記物体を示す第１のボリューム・データを生成
する工程と、
　前記第１のボリューム・データを示す、人間によって判読可能な画像を生成する工程と
を含む方法を前記コンピュータに行わせる命令を収容するコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体。
【請求項１０】
　請求項９記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、合成する工程は、約π
の合計角測長さを有する画像層を合成する工程を含むコンピュータ読み取り可能な記憶媒
体。
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【請求項１１】
　請求項９記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記方法は、非反復的
な閉形式を使用して前記画像層重みを算出する工程を含むコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体。
【請求項１２】
　請求項９記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であって、前記方法は、
　前記人間によって判読可能な画像を表示する工程の後に、
　前記投影データを再構成して関心の領域の第３のボリューム・データを生成する工程と
、
　前記第３のボリューム・データにおける関心の部分領域を選択する工程とを含み、
　部分画像層は、前記関心の部分領域に対応するコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　６０８では、合成重み付け関数５１０を正規化して、ボクセル毎、又はボクセル・ブロ
ック毎若しくはボクセル群毎に正規化重み付け関数５１２を生成する。より具体的には、
重み付け関数は、すべての異なるπパートナーに対して正規化される。ＥＣＲ手法におい
ては、正規化重み付け関数５１２は通常、逆投影の過程で適用される。しかし、後述の通
り、正規化重み付け関数は、画像層の重み付けを算出するために使用される基準関数とし
ての役目を担う。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　工程６１２では、同定された複数の画像層の複数の重みが算出される。より具体的には
、各ボクセルの投影依存性重みプロファイルと、そのボクセルの正規化重み付け関数５１
２との間の差を最小にするよう複数の画像層重みが算出される。このことは、非反復的な
閉形式を使用して差を算出することによって（例えば、投影依存性差のＩ２ヒルベルト空
間のノルムを最小にすることによって）、達成することができる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　画像層重みは工程６１６で正規化される。より具体的には、πの倍数だけシフトされた
取得ストリーム中の層の重みの和が１に等しくなるように、又は、さもなければ、共通の
値に等しくなるように画像重みが正規化される。この正規化を行い、ガントリ回転の半分
の時間にうまく分かれる連続した画像層間の角変位を選択することにより、最後の画像内
のボクセルを再構成するために使用し、０とπとの間の同じ角度に属する投影全てに対し
て与えられる重みの和も１に等しくなることが確実にされる。やはり、ＥＣＲ手法によっ
て知られているように、画像重みの算出は、ボクセル毎の個々の重みを算出するよりも、
ボクセルの領域又はブロックに対する重みを算出することにより、よりすばやく完了する
ことが可能である。
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